
平成30年度　事務事業マネジメントシート

Ⅰ　事務事業の目的・内容

Ⅱ　事務事業の実績・現状及び成果を表す指標の動きとコストの状況

Ⅲ　事務事業の評価、今後の方向性及び業務改善　＜※主管課長記入＞

⑴　事務事業についての評価及び今後の方向性

⑵　事務事業の業務改善について

7,232,166

③

対象

款

事業内容

事業開始か
ら現在まで
の状況変化

不法投棄物 意図
事業
目的

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

⑤

⑥

指標

①

② 不法投棄回収量

不法投棄回収件数 449

不法投棄対策事業

２節　生活の豊かさを実感できる流山（生活環境の整備） 主管課 環境政策課

会計 小事大事

01

目項

04 01 04 06 03

単位
目標
方向

算定式（成果指標の場合）

不法投棄物の早期回収並びに未然防止パトロールを実施することやクリーンセンターにおける
不適物の処分を行い、快適な生活環境を維持する。

クリーンな生活環境整備の一環として、従来は市民生活機動班により市内の清掃活動を行って
きたが、現在は業務委託により年間を通じた不法投棄パトロール及び徹底回収を実施してい
る。件数や回収量は、その時の社会情勢や経済情勢の影響を受け、現在は投棄件数、回収量と
もにやや減少している。また、不法に集積所へ排出された不適物は、クリーンセンターで回
収、処分ができないため併せて処分を行うことにより経費の削減を図っている。

ごみのない街にする。

主管課長 大島　尚文豊かで美しい生活環境の創造

名　　称 平成28年度 平成29年度 平成30年度

2-1

事業名

政　策
施　策

02

↘↘↘ 委託事業実績報告による

委託事業実績報告による43.61 44.86 トン

平成30年度

0.30 0.30

7,232,166

0.30

8,623,390

目的に対する現状（客観的事実・データに
基づく現在の状況や取組状況）

・不法投棄の現状として、車両の窓か
らのポイ捨てと思われる、レジ袋の不
法投棄が交差点付近に多く、テレビな
どの大型のものは、人目の付かない山
林の道路などに捨てられる傾向にあ
る。

想定耐用年数　（年）（建設又は取得年度のみ記入）

人役・嘱託(人)

④

うち一般財源

 事業費（ｂ）（円）

 職員給与費(ｃ)(円)

人役・再任用(人)

人役・臨職(人)

人役・職員(人)

事務事業の総ｺｽﾄ(a=b+c)

事務事業のコスト

412 394 件

32.39 ↘↘↘

3,432,500 2,727,600 2,694,900

0.50 0.30

必要性

平成29年度

7,537,974

8,623,390

10,970,474 9,959,766 11,318,290

平成28年度

今後の必要性

初期投資コスト（円）（建設又は取得年度のみ記入）

7,537,974

③取組に
おける課

題
(Check)

意図的な不法投棄物の他、安易なポイ
捨てによる雑多な不法投棄物が目立つ
ことから、ポイ捨て対策の検討。

④課題に対
する今後

(H31～)の
改善計画
(Action)

不法投棄禁止の啓発看板の設置の推進
及び、「まちをきれいに志隊」隊員の
増員の促進。

①H30当
初の改善

計画
(Plan)

②H30に
実施した
取組(Do)

市民ボランティアとの協働をより推進
する。

市民ボランティアによる「まちをきれ
いに志隊」と連携を図り、不法投棄の
状況や場所など情報の共有化に努め
た。

Ａ　達成できた

Ａ　対象者は適切である

Ａ　削減の余地はない

総合評価 Ⅱ　継　　　続　（事業を現状どおり継続すべき）

効率性

目標達成度

対象者の適切性

コストの削減

個別評価 Ｂ　市が担うととも
に、市民協働を進める
べき

有効性

市関与の必要性

Ｂ　必要性は変わらな
い


